
Cisco Elastic Services Controllerの高可用性
アクティブ/アクティブの概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco Elastic Services Controllerのアクティブ/アクティブ HAの概要（1ページ）
• ESCアクティブ/アクティブアーキテクチャ（2ページ）

Cisco Elastic Services Controllerのアクティブ/アクティブ
HAの概要

ESCは、アクティブ/アクティブモデルの形式で高可用性（HA）をサポートします。ESCアク
ティブ/アクティブHAは、1つのデータセンター内に 3つのVMをクラスタとして備えていま
す。。2つのデータセンターがあります。2つのデータセンターの内、1つはアクティブなデー
タセンターとして機能し、もう 1つはスタンバイとして機能しますESCアクティブ/アクティ
ブ HAは、Openstack Heatテンプレートを使用して、3つの VMクラスタをデータセンターに
展開します。

データセンターでは、ESCサービスが各VMで稼働します。ただし、データセンターでクラス
タリーダーとして稼働する ESCは 1つだけです。DBサービスはクラスリーダーでのみ稼働し
ます。他の 2つの ESC VMでは、ESCサービスがクラスタフォロワーとして稼働します。DB
サービスは、ESCサービスリーダーの VMでのみアクティブになります。

DRBDは、ESC VM間でデータを同期化します。3つの ESC VMに搭載された ESCサービス
は、アクティブなDBサービスに接続されます。リーダーのスイッチオーバーが発生すると、
すべての ESCサービスは新たにアクティブになった DBサービスに接続されます。
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ESCアクティブ/アクティブアーキテクチャ
図 1 : Cisco Elastic Services Controllerのアクティブ/アクティブアーキテクチャ
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


